
      

①
政
友
み
ら
い 

②
関
川
町
９
０
６-

２
９ 

③(

24)

６
５
７
８ 

④
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
国
内
感
染
者
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
予
想
さ
れ
る
第
六
波

に
備
え
、
感
染
拡
大
を
最
小
限
に
抑
え

る
と
と
も
に
、
経
済
の
復
興
に
向
け
て

取
り
組
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え

ま
す
。 

 

ま
た
、
地
球
温
暖
化
が
原
因
と
さ
れ

る
異
常
気
象
に
よ
る
自
然
災
害
か
ら
、

市
民
を
守
る
「
安
心
・
安
全
」
な
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

併
せ
て
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
る

教
育
問
題
、
つ
ま
り
教
育
環
境
の
充
実

と
明
日
を
担
う
子
ど
も
た
ち
や
人
材
の

育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

      

①
公
明
党
議
員
会 

②
堀
米
町
１
１
０-

５ 

③(

21)

５
６
０
３ 

④
国
内
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染

症

発

生

か

ら

2
年
に

な

り

ま

す

。

医
療
を
は
じ
め
、
介
護
、
保
育
、
教
育

等
、
大
切
な
命
を
守
り
、
未
来
を
育
む

仕
事
に
従
事
さ
れ
た
皆
様
に
敬
意
を
表

し
ま
す
。
私
た
ち
は
そ
の
労
苦
に
報
い

る
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
希
薄
化
し

た
人
の
繋
が
り
を
取
り
戻
し
、
傷
ん
だ

地
域
経
済
を
立
て
直
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
改
め
て
地
域
に
目

を
向
け
、
大
切
な
地
域
資
源
を
守
り
育

て
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
な
が
ら
、
支

え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。 

 
 

      

①
公
明
党
議
員
会 

②
閑
馬
町
１
０
０
１
番
地 

③(

65)

１
７
２
９ 

④
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収

束
が
見
え
な
い
中
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

を
見
据
え
た
、
新
た
な
佐
野
市
を
築
く

た
め
に
、
子
育
て
・
保
育
・
教
育
環
境

の
充
実
や
急
速
な
進
行
の
様
相
を
見
せ

る
人
口
減
少
へ
対
応
。
そ
し
て
、
少
子

高
齢
化
の
影
響
に
よ
る
医
療
・
福
祉
の

充
実
等
の
変
革
が
、
必
要
不
可
欠
に
な

っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
私
は
、

現
場
へ
「
動
く
」
、
「
ひ
と
」
を
守
る
、

庶
民
の
「
声
」
を
市
政
に
！
を
モ
ッ
ト

ー
に
、
市
民
生
活
の
向
上
の
た
め
に
、

直
面
す
る
喫
緊
の
課
題
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

川嶋 嘉一 

菅原  達 

議会 から こん にち は  202 2.1 .1  ⑥  

木村 久雄 


